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平素より橋本市政にご理解とご協力いただき、ありがとうございます。 

橋本市では平成 30 年３月、今後 10 年間のまちづくりの羅針盤となる「第 2

次橋本市長期総合計画」を策定し、目指すべきまちの将来像「人輝き あたたか

さ湧きでる みんなで創造する元気なまち 橋本」の実現に向け、まちづくりに

取り組んでいます。 

このアンケート調査は、人口減少や少子高齢化が急速に進んでいる中で、市が

取り組んでいる施策に対し、市民のみなさまがどのように感じているのか、また、

それぞれの施策に対して、どの程度満足しているのかをお聞きし、これからの市

政に反映させていくことを目的として実施するもので、18 歳以上の市民の中か

ら、２，０００人の方を無作為に選ばせていただき、毎年度継続的に実施させて

いただいています。 

みなさまからいただいた貴重なご意見は、今後のまちづくりにいかすとともに、

市ホームページ等で公表させていただきます。調査の趣旨をご理解の上、ご協力

くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

 

令和元年６月 

橋本市長   平木 哲朗 
 

 

 

１．この調査結果は、本調査の目的以外には使用しません。 

２．回答にあたっては、封筒の宛名の方がお答えください。 

３．設問ごとに、当てはまるものに✔をつけ、その他は具体的に記述してお答えください。 

４．ご記入いただいたあとは誠に恐れ入りますが、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて 

令和元年６月２８日（金）までに投函ください。 

５．この調査について、ご不明な点がありましたら、お手数ですが下記までお問い合わせくだ 

さい。 
 

問い合わせ先  〒６４８－８５８５ 橋本市東家１－１－１ 

▶橋本市役所 総合政策部 政策企画課    担当者： 中谷 

（電  話）０７３６－３３－１５７６ （FAX）０７３６－３３－１６６５ 

（E-mail）kikakhsy@city.hashimoto.lg.jp 

橋本市のまちづくりについて 

みなさんのご意見をお聞かせください 

調査票の記入について 

（令和元年度 橋本市まちづくりのためのアンケート調査）            

橋本市 
マスコットキャラクター 
「はしぼう」 

ご協力をお願い

いたします。 

アンケート調査にご協力をお願いします。 
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１．ご自身のことについてお尋ねします。                    

問１ あなたの年齢をお答えください。［令和元年６月 1 日現在］（□1 つに✔） 
 
           
 

問２ あなたの職業をお答えください。（□１つに✔） 

□ １.農林水産業（自営） □ ２. 商工、サービス業等（自営） □ ３. 会社員 

□ ４.公務員 □ ５.契約社員 □ ６.パート、アルバイト 

□ ７.家族従業・内職 □ ８.学生 □ ９.無職（年金受給者含む） 

□ １０.その他（             ）  

 

問３ あなたの住まいについてお答えください。該当する地名は次のどれですか。 

公民館 
区分 該当する地名の□１つに✔ 

橋本 
地区 

□ 橋本 □ 古佐田 □ 妻 □ 原田 □ 東家 □ 小原田 □ 市脇 □ 菖蒲谷 
□ 北馬場 □ みゆき台 □ さつき台 

山田 
地区 

□ 岸上 □ 山田 □ 吉原 □ 出塔 □ 柏原 □ 野 □ 神野々 

紀見北 
地区 

□ 矢倉脇 □ 三石台 □ 紀見ケ丘 □ 光陽台 □ 柱本 □ 慶賀野 

紀見 
地区 

□ 橋谷 □ 御幸辻 □ 胡麻生 □ 柿の木坂 □ 紀見 □ 細川 □ 境原 

□ 杉尾 □ 城山台 □ しらさぎ台 □ 小峰台 

隅田 
地区 

□ 河瀬 □ 下兵庫 □ 上兵庫 □ 中島 □ 中下 □ 芋生 □ 垂井 
□ 真土 □ 平野 □ 山内 □ 霜草 □ あやの台 □ 紀ノ光台 

恋野 
地区 

□ 恋野 □ 赤塚 □ 上田 □ 中道 □ 須河 □ 只野 □ 彦谷  
□ 谷奥深 □ 北宿 □ 南宿 

学文路 
地区 

□ 学文路 □ 南馬場 □ 清水 □ 賢堂 □ 向副 □ 横座 □ 西畑 

高野口 
地区 

□ 大野 □ 名倉 □ 向島 □ 小田 □ 名古曽 □ 伏原 □ 応其 
□ 田原 □ 九重 □ 上中 □ 下中 □ 嵯峨谷 □ 竹尾 

 

問４ あなたの家族構成についてお答えください。（□１つに✔） 

□ １. 夫婦のみ □ ２. 単身 

□ ３. 二世代世帯（親と子） □ ４. 三世代世帯（親と子と孫） 

□ ５. その他（ ） 

 

問 5 あなたが橋本市にお住まいになって通算で何年になりますか。（□１つに✔） 

□ １. ５年未満 □ ２. 5～10 年未満 

□ ３. 10～20 年未満 □ ４. 20～30 年未満 

□ ５. 30～50 年未満 □ ６. 50 年以上 

 

 問６ あなたは、今後も橋本市に住み続けたいと思いますか。（□１つに✔） 

□ １.住み続けたい □ ２.どちらかといえば住み続けたい □ ３.わからない 

   □ ４.どちらかといえば住み続けたくない  □ ５.住み続けたくない 

□ 10歳代 □ 20歳代 □ 30歳代 □ 40歳代 □ 50歳代 □ 60歳代 □ 70歳以上
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２．市の政策について                        

これから、ご意見をお聞かせいただきます各項目は、第 2 次橋本市長期総合計画に記

載している基本目標と分野別政策についてのものとなっています。基本目標と政策につい

ては次のとおりです。 

 

基本目標「ともに創る」 産業の振興と雇用を創出し定住できるまち 

            ～新たな市場と結びつく仕組みをつくる～ 

【政策】 

① 賑わいと活力を創造する地域産業づくり 

農林業、商業、工業、観光産業、その他サービス業などの産業の活性化、地場産業

の経営基盤の強化、はしもと産品のブランド化などにより、賑わいと活力を創出す

る地域産業づくりを推進します。 

② 雇用の創出と就労環境づくり 

多様な業種の企業を誘致することや、創業・企業の支援などの取組みにより雇用を

創出するとともに、働きやすい環境づくりを推進します。 

③ 充実した情報整備と魅力的なまちづくり  

多様な方法による市民目線でのわかりやすい情報発信と情報共有に努め、本市が有

する資源を見直し・磨きをかけシティセールスを推進します。 

 

 

基本目標「ともに守る」 安全・安心な暮らしを守り支えるまち 

            ～健やかな暮らしを守り支える仕組みをつくる～ 

【政策】 

④ 安全・安心な暮らしと生活の利便性を支える都市基盤づくり  

災害・犯罪の対策や、交通安全の取組み、消費生活における相談・対応により、安

全・安心に暮らせるまちづくりに努めるとともに、公共交通・道路・上下水道など

暮らしの利便性を支える都市基盤づくりに努めます。 

⑤ 豊かな自然と暮らしが調和する生活環境づくり  

豊かな自然環境や、魅力的な景観をいかした良好な住環境や公園・緑地の整備・保

全に努めるとともに、循環型社会へ向けた取組みがなされ、環境に配慮したまちづ

くりを推進します。 

⑥ 住み慣れた地域で安心して暮らせる持続可能な仕組みづくり  

住み慣れた地域で安心して住み続けられるよう、健康づくりの推進と医療体制の整

備、地域における支え合いの仕組みづくりなどの取組みを推進します。また、生活

の基盤となる社会保障制度の適正な運用により持続可能な社会の仕組みづくりに努

めます。 
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基本目標「ともに育てる」 子どもから高齢者までともに育み学び合うまち 

             ～人が育ち学び合う仕組みをつくる～ 

【政策】 

⑦ 一人ひとりの個性が尊重され思いやりのあるまちづくり 

互いの人権を尊重するとともに、あらゆる分野での男女共同参画が進み、一人ひと

りの個性がいきる思いやりのあるまちづくりを進めます。 

⑧ 妊娠・出産、子育てから教育まで切れ目のない支援とそれを支える地域づくり 

地域ぐるみで子育てに取り組む社会づくりを進めるために、地域、家庭、学校、行

政が連携できる仕組みをつくり、子育ち・子育て支援の充実と質の高い学校教育を

推進します。 

⑨ 生涯にわたる生きがいづくりと心の豊かさを高めるまちづくり  

子どもから高齢者まで生涯にわたる生きがいづくりと心の豊かさを高めるために生

涯学習を推進するとともに、生涯スポーツの振興や青少年の健全育成を推進しま

す。また、併せて文化芸術の振興や豊かな歴史遺産の保存と活用を進めます。 

 

問７ あなたは、橋本市が行なっている政策についてどの程度満足されていますか。ま

た、どの程度重要だと思われますか。次の各項目についてあなたのお考えに最も近 

い番号に✔をつけてください。（✔は①満足度・②重要度に１つずつ。） 

 

 

 

     

       

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例      

満
足

や
や
満
足

普
通

や
や
不
満

不
満

重
要

や
や
重
要

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

あ

ま

り

重

要

で

な

い

重
要
で
な
い

5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

1. 商工業・地場産業

2. 農林業の振興

3. 観光事業

4. 雇用、就労、労働環境の整備

5. 企業誘致の促進

6. 移住定住の促進

7. 市民に身近でわかりやすい広報

政策
②

政策
③

①現在の満足度 ②今後の重要度

【ともに創る】

政策
①

【ともに創る】 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

1. 商工業・地場産業
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満
足

や
や
満
足

普
通

や
や
不
満

不
満

重
要

や
や
重
要

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

あ

ま

り

重

要

で

な

い

重
要
で
な
い

5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

8. 危機管理・災害対策事業

9. 消防・救急

10. 交通安全・防犯

11. 消費者普及啓発、トラブル相談体制

12. 地域公共交通

13. 計画的な土地利用、景観の保全

14. 道路の計画的な点検・修繕

15. 上下水道の整備

16. 自然環境保護の取組み

17. ごみの減量・リサイクルの取組み

18. 生活環境汚染対策の推進

19. 住環境（耐震化促進、空家対策）

20. 公園・緑地の維持管理

21. 健康づくり支援と医療体制

22. 社会保障制度の適正な運用

23. 地域における支え合いの仕組み

24. 高齢者にとっての暮らしやすさ

25. 障がい者にとっての暮らしやすさ

5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

26. 人権尊重と平和学習の推進

27. 男女共同参画の推進

28. 妊娠・出産・育児環境

29. 子ども家庭支援

30. 地域・家庭・学校・行政の連携

31. 安全・安心な学校教育環境

32. 公民館を核とした生涯学習の推進

33. スポーツ施設、活動の振興

34. 歴史文化遺産の保全と活用

35. 文化芸術活動、国際交流の推進

36. 青少年健全育成

37. 地域コミュニティ・協働のまちづくり推進

政策
⑨

政策
④

政策
⑤

政策
⑥

【ともに育てる】

政策
⑦

政策
⑧

①現在の満足度 ②今後の重要度

【ともに守る】



■ 

■  5 / 7 ■ 

３．区・自治会について                          

問８ あなたは、お住まいの地域の区・自治会に加入していますか。（□１つに✔） 

 □１．加入している  □２．加入していないが、近い将来加入する予定。  

 □３．加入していない  

  

問９－１ 問８で１、２を選択された方に伺います。区・自治会へ加入する理由は主に何

ですか。（□１つに✔） 

 □１．広報紙や地域の情報などが届けられるから □２．近隣との関わりが築けるから 

 □３．近隣の生活環境保全や防災など地域づくりに必要だから 

 □４．その他（                         ） 

 

問９－２ 問８で３を選択された方に伺います。区・自治会へ加入していない理由は主に

何ですか。（□１つに✔） 

□１．区・自治会費が高い  □２．加入するメリットを感じない  

□３．近隣と関わりたくない 

□４．その他（                         ） 

４．広報について                          

問１０ 広報はしもとで興味がある記事やよく読むコーナーは何ですか。（複数回答可） 

□１．表紙    □２．今月のかけ橋人  □３．特集記事  □４．情報ワイド   

□５．情報ひろば □６．市民相談     □７．タウン情報 □８．子育てパーク 

□９．本のひろば □１０．健康カレンダー □１１．フォトトピックス 

 

問１１ 今後、あなたが橋本市に力を入れてほしいと考える情報発信の方法を選んでくだ

さい。（複数回答可） 

 □１．広報はしもと  □２．市ホームページ  □３．ＳＮＳ（フェイスブック等） 

 □４．刊行物（くらしのガイド等）     □５．その他（          ） 
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５．公共施設の利用、使用料について                          

橋本市でこれまで設置した公民館や文化会館、プール、テニスコート等の公共施設につ

いて、「利用する人、利用しない人との負担の公平性」の考え方などに関するあなたの

ご意見をお聞かせください。 

 

問１２ 過去１年間で、利用したことがある公共施設の□すべてに✔をしてください。 

 

□１ 教育文化会館 
□２ テニスコート（伏原・学文路・橋本 

  市運動公園・住吉運動公園） 

□３ 中央公民館・地区公民館（紀見・学文路 

  隅田・橋本・紀見北・山田・恋野・高野口） 

□４ 体育館（伏原・勤労者体育センター 

  東家・学文路ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ・学文路東） 

□５ 産業文化会館 □６ 小中学校（体育館・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ） 

□７ 産業文化会館温水プール □８ 林間田園都市駅駐輪場 

□９ 東部コミュニティセンター □10 橋本駅前駐車場 

□11 橋本市運動公園プール □12 高野口駅北駐車場 

□13 神野々緑地グラウンド（芝生広場） □14 やどり温泉いやしの湯（浴場・宿泊） 

□15 神野々緑地グラウンドゴルフ □16 橋本市エコパーク紀望の里 浴場 

□17 神野々緑地キャンプ場 □18 高野口山村体験交流促進センター 

□19 グラウンド（学文路スポーツセンター 

  住吉運動公園・橋本市運動公園） 
□20 市民会館 

□21 その他の施設（                           ） 

 

問１３ 公共施設のうち、最も利用する施設はどの程度利用しますか。（□１つに✔） 

□１．週に１回以上    □２．月に２～３回程度   □３．月に１回程度 

□４．半年に１回程度   □５．１年に１回程度 

 

問１４ 公共施設の維持管理や運営費用はどのように負担するべきだと思いますか。 

    あなたの考えに近いものを選択してください。（□１つに✔） 

※ 利用者：施設を利用する人の使用料で負担  税金：市民全体の負担 

□１．利用者（１００％）        □２．利用者（７０％）、税金（３０％） 

□３．利用者（５０％）、税金（５０％） □４．利用者（３０％）、税金（７０％） 

□５．税金（１００％） 
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問１５ 今後の公共施設使用料の減額・免除の対象として、最も必要性が高いと思われる

活動を選択してください。（□１つに✔） 

□１．小・中学生が学校教育の一環として行う活動に利用する場合 

□２．各種団体が文化・スポーツなどに関する活動（会議、練習等）に利用する場合 

□３．各種団体がボランティア活動に利用する場合 

□４．その他の活動（          ）  

□５．減額・免除の必要性はない 

 

問１６ 現在、有料化している公共施設の中で、一定の条件を満たす場合に使用料を減額

や免除している施設があります。その条件として適切と考えるものを次の中から

すべて選択してください。（複数回答可） 

□１．６５歳以上の方         □２．中学生以下の方   

□３．障がいのある方         □４．社会教育関係団体の利用  

□５．減額・免除の制度を設けず同一の料金とすべき 

６．その他、橋本市のまちづくりについて、ご意見・ご感想などございましたら、ご記入ください。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お忙しいところご協力いただき、まことにありがとうございました。 

同封の返信用封筒に入れて、切手を貼らずに６月２８日（金）までに郵便ポストへ投函して

ください。お名前をお書きいただく必要はございません。 


